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巻医療圏の癌治療において中心的役割を担っている。2011 年 3 月
11 日の東日本大震災は被災地の癌治療にどのような影響をおよぼ
しているのだろうか？
対象と方法：震災前の 2010 年と震災後の 2013 年のそれぞれ 1 年間
に当院で新規登録された肺癌、乳癌、胃癌、大腸癌、肝癌の患者
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【目的】2009 年に免疫抑制・化学療法により発症する B 型肝炎対策
ガイドラインが作成され、治療中の HBV モニタリングが提唱され
た。しかし、再活性化症例が少ないことから、実地臨床において認
知が広まらず、現在も de novo B 型肝炎発生が報告される。今回、
全国赤十字病院でのモニタリングの現状について検討した。
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【はじめに】2008 年度より５大がん地域連携パスを順次導入したが、





ト機能を担う体制を構築した。2012 年 12 月より運用を開始し、2012








た（回収率 60％）。調査内容は、病状 / 検査への理解・診察に対する
満足度・診察医 / 施設職員対応等で、５段階評価で行った。ほぼ全て
の項目で当院・連携施設共「満足」「とても満足」の合計が 60％以上
であり、登録患者の視点からも、がん地域連携パスはおおむね好評と
いえる結果であった。
【まとめ】運用評価・患者満足度のいずれもコーディネート機能の整
備による効果が現れていると考えられた。今後は連携施設との意見交
換等も企画し、地域に安心を与えるがん地域連携パスを目指していく。
